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1 エリック・ホブズボウム、テレンス ・レンジャー編、前川 啓治ほか訳『創られた伝統』 紀伊國屋
書店 1992年 
2 C・E・メリアム、齋藤真・有賀弘訳『政治権力―その構造と技術』東京大学出版会 1973年 147頁 






























                                                 
3 多木浩二『天皇の肖像』岩波書店 2002年 
4 若桑みどり『皇后の肖像－昭憲皇太后の表象と女性の国民化』筑摩書房 2001年 
5 T.フジタニ(米山 リサ訳)『天皇のページェント―近代日本の歴史民族誌から』日本放送出版協会 1
994年；原武史『可視化された帝国―近代日本の行幸啓』 みすず書房(増補版) 2011年 
6 朴炫貞「大韓帝国の李花文様」ソウル大学校美術大学修士論文 2002年 
7 權幸佳「高宗皇帝の肖像－近代視覚媒体の流入と御真の変容過程」弘益大学博士論文 2006年 
8 睦秀炫「韓国近代転換期の国家視覚象徴物」ソウル大学校人文大学博士論文 2008年 
9 小野寺史郎『国旗・国歌・国慶 ナショナリズムとシンボルの中国近代史』東京大学出版会 2011年 

































                                                 
10 韓錫政『満洲国建国の再解釈―傀儡国の国家効果 1932－1936』東亜大学出版局 2003 年 
11 内藤陽介『満洲切手』角川学芸出版 2006年 
12 李重『伪满洲国货币研究』吉林摄影出版社 2002年（日本語版は『旧満州国貨幣研究』彩流社 2009
年；菅谷信『旧満洲国貨幣図鑑: 附 東北三省の貨幣および珍銭珍貨』彩流社 2011年 
13 貴志俊彦『満洲国のビジュアル・メディア ポスター・絵はがき・切手』吉川弘文館 2010年 

























                                                 
14 土屋礼子「エフェメラとしての戦時宣伝ビラ--FELO資料の場合」『アジア遊学』111号 勉誠出版 2
008年7月 
15 刘晓晨「溥仪 御用大勋位兰花章颈饰」『中国博物馆』2010年 第04期；石宪「伪满皇帝御用餐具上
的兰花」『东方收藏』2011年第07期 


































                                                 
16 長志珠絵「ナショナル・シンボル論」『岩波講座近代日本の文化史3 近代知の成立』岩波書店 2002年 
17 小野寺史郎 注9掲書 29－43頁 



































                                                 
18 愛新覚羅溥儀『我が半生 「満洲国」皇帝の自伝 』下巻 筑摩書房 1992年 


































                                                 
19『中国維新報』 光緒32年9月7日；小野寺史郎 注9掲書 42頁から再引用 
20 一般に日本では満洲に関わる理念を「五族協和」と表記するが、孫文と革命政府は「五族共和」とい
うことばを用いた。本稿では孫文と革命政府に関わる理念は「五族共和」と表記する。 




































                                                 
21 小野寺史郎 注9掲書 179頁 
22『満州国政府公報日譯』 大同元年（1932年）4月 







































































                                                 
23 貴志俊彦 注13掲書 22-23頁 
24 駒込武『植民地帝国日本の文化統合』 岩波書店 1996年 








































































                                                 
25「満洲国国旗考」『満洲国仮節日』満洲国国務院総務庁情報処 1935年 






































27 駒込武 注23掲書参照 













































1911 年 辛亥革命  



















1925 年 蔣介石、国民政府樹立 





      
                               vs 
   
 
北京政府        国民政府 
        （北洋軍閥政府） 
 





1928 年     蔣介石の国民政府が北伐に成功（中国統一） 
        6 月 15 日  北京占領  
12 月 29 日 張学良の降伏（満洲地域の易幟）  
 
 
1932 年     満洲国 新五色旗制定   
 
  


































                                                 
28 山室信一『キメラ―満洲国の肖像』(増補版) 中央公論新社 2004年 
29 樋口秀実「満洲国皇帝制度の成立と皇帝即位儀礼」『国史学』2010年4月 


































                                                 
30 愛新覚羅溥儀 注 18掲書 
31 「満洲古典に象り 神々し・皇帝の制服」『満洲新聞』1934年3月1日 



































                                                 
32 石丸志都磨の日記は、山室信一『キメラ 満洲国の肖像』(中央公論社 1993年)221頁で再引用 



























                                                 
33 「黄龍の旗を準備」『満洲日報』1934年2月 
34 若桑みどり 注4掲書 112－113頁 



































                                                 
35 韓錫政 注10掲書 287－293頁 







































































                                                 
36 「満洲帝国恩賞考」『満洲帝国勲章鑑』満洲国恩賞局 1937年 
37 刘晓晨「溥仪 御用大勋位兰花章颈饰」『中国博物馆』中国博物馆学会 2010年 第04期 


































                                                 
38 『満洲国の習俗』満洲事情案内所 1939年 

































                                                 
39「満洲帝国恩賞考」『満洲帝国勲章鑑』満洲国恩賞局 1937年 
40 野崎誠近『吉祥図案解題―支那風俗の一研究』再販、平凡社 1940年 254頁（ゆまに書房 複刻版、
2009年 310頁） 
41 小森丈夫「康熙大帝の民族協和工作―協和思想風土記より」『日本植民地文化運動資料7 満洲帝国
協和会機関誌 協和運動 第1巻』 緑蔭書房 1994年（『協和運動』第1巻3号初出） 







































                                                 
42 藤井素彦「畑正吉について」『叢書・近代日本のデザイン 芝浦工芸時報 : 学芸特輯号 / 東京高等
工芸学校 [編] 創立拾年記念写真帖 / 東京高等工芸学校 [編] 図案 / 畑正吉』ゆまに書房 2008年 













































































































                                                 
45 石宪『伪满皇帝御用餐具上的兰花』『东方收藏』 福建日报报业集团 2011年第 07期 



































                                                 
46『(厳秘)会見録』(林出賢次郎関係文書 外務省史料館所蔵 1996年公開)   







































































                                                 
47 山室信一 注31掲書 146～150頁 



































                                                 
48 植村峻『日本紙幣肖像の凹版彫刻者たち』財団法人印刷朝陽会 2010年 73頁 































































































                                                 
49 山室信一『キメラ 満洲国の肖像』中央公論社 1993年 





第 2章 満洲国美術展覧会の諸相   
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朝鮮美展： 朝鮮総督府(1922-1944)  
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67 松林桂月「美術展覧会の感想 東洋画」『第一回訪日宣詔紀念美術展覧会図録』満洲国通信社 1937
年 
68 吉田千鶴子「東京美術学校の外国人生徒（前篇）」『東京芸術大学美術学部紀要』第33号 1998年 
69 白衣やオンドルという朝鮮的モチーフでのこうした老人の憩いの姿を、動きのほとんどない無気力な
イメージを表現していると解釈する研究もある（金恵信『韓国近代美術研究－植民地期「朝鮮美術展






































































































                                                 
76「作家素描 中山巍」『美之国』第15巻第1号 1939年1月 
77『満洲国現勢（庚徳九年版）』満洲国通信社 1941年 
78『満洲国現勢（庚徳九年版）』満洲国通信社 1941年  

































                                                 
79 浅枝青甸「美術」『観光東亜』第8巻第5号(1941年5月号)、飯野正仁『<満洲美術>年表』から再引用。 
80「美術創作家協会展評」『満洲日日新聞』1942年10月10日 






































84 保坂富士夫 「満洲美術の新出発点2 “新さ”に就いて」『満洲日日新聞』1939年5月28日 
85『満洲年鑑(康徳六年版)』満洲国通信社 1939年 
































                                                 
86 小林慶二『観光コースでない満州』高文研 2005年 95－96頁  
87 江川住秀「大連のシュルレアリスム『五果会』をめぐって」『日本美術襍稿：佐々木剛三先生古稀記
念論文集』明徳出版社 1998年 
88 波潟剛『越境のアヴァンギャルド』NTT出版 2005年 59頁 































                                                 
89 大連の文学界のアヴァンギャルドについては、和田博文「大連のアヴァンギャルドと北川冬彦」『満
洲とは何だったのか』藤原書店 2004年を参照。 
90 岡田英樹「「満洲国」文芸の諸相 大連から新京へ」『「満洲国」の研究 』（山本有造編）緑蔭書房
 1995年 
91 西村真一郎「最近の満洲文学界」『満洲日日新聞』1937年4月10日、岡田英樹「「満洲国」文芸の諸
相 大連から新京へ」山本有造編 『「満洲国」の研究』緑蔭書房 1995年から再引用 
92『満洲国現勢(康徳四年版)』満洲国通信社 1937年  

























   第 1 回満洲国美術展覧会 
        出品作の点数 
新京   大連  奉天 
第 1 部 東洋画（計 66 点）   29 点    2 点   13 点 
第 2 部 西洋画（計 156 点）   67 点   17 点   16 点 
 
 









   第 2 回満洲国美術展覧会 
        出品作の点数 
新京   大連  奉天 
第 1 部 東洋画（計 63 点）   11 点    8 点   14 点 
第 2 部 西洋画（計 157 点）   60 点   16 点   22 点 
 
第 3 回満洲国美術 
展覧会 
       入選者       入賞者 
   新京   大連   新京   大連 
第 1 部 東洋画    10 名     4 名    5 名    1 名 


















                                                 
95 浅枝青甸「満洲美術十年史」『満洲藝文年鑑』 滿洲冨山房 1943年 
 
















































第 3章  日本の画壇と満洲 
—ユートピアとディストピアの狭間で 
 
























                                                 
1「1930年代の思潮と知識人」『近代日本の統合と抵抗』4、日本評論社、1982年 
2 酒井哲朗「1930年代の日本美術」『Hill Wind』第69号 三重県立美術館 2000年3月 










































































                                                 
5「宣言」『新日本主義』創刊号 1916年5月;『岩野泡鳴全集』第13巻 



































                                                 
6 北河賢三「ファシズムと知識人」『近代日本の軌跡5 太平洋戦争』吉川弘文館 1995年 p.92  
7『文部省思想局思想調査資料集成』第11巻 誠進社 1981年 



































                                                 
8 安岡正篤「日本主義とは何ぞや」(1932);『思想調査資料集成』誠進社 1971年 213頁 
9 戸坂潤「日本精神」『戸坂潤全集』別巻 勁草書房 1979年 










































                                                 
10 児島善三郎「我が半生を語る」『アトリヱ』アトリヱ社  第306号、1952年5月 
11 匠秀夫「佐伯祐三、前田寛治、児島善三郎」『近代日本美術史-大正 昭和』有斐閣選書  
1977年 102頁 




































                                                 
12 伊藤廉「日本的なるもの」『アトリヱ』アトリヱ社  第12巻3号 1935年 3月 







































































                                                 
15『報知新聞』1935年1月9日 
16 木村荘八「ニッポニズム」『アトリヱ』アトリヱ社  第12巻3号1935年 3月 ;「再ニッポニズ
ム」『みづゑ』第362号春鳥会 1935年4月 
17 児島善三郎「方向」『みづゑ』第284号春鳥会 1928年10月 

































                                                 
18 横川毅一郎「造型文化新段階-独立美術協会指導部の創作活動に現はれたる東洋主義の検討」、







































                                                 
20 柳亮「<独立>の日本主義とエスプリ․モデルン」『アトリヱ』第12巻4号 アトリヱ社  1935年 
4月号 

































                                                 
21 柳亮「<独立>の日本主義とエスプリ․モデルン」『アトリヱ』第12巻4号 アトリヱ社  1935年 
4月 

































術の確立をめぐって」『生誕 100年記念児島善三郎展』福岡市美術館 1993年 
23 児島善三郎「新日本主義に就いて」『アトリヱ』第12巻5号 アトリヱ社  1935年 5月 
24「石涛、 大雅、 玉堂、 宗達、 光琳、 乾山、 浮世絵では懐月堂を好み、夜はよくこれらの画
集を丹念に繙いていた。」児島徹郎「略伝父․児島善三郎」『児島善三郎展』福岡文化会館, 
1976年 
25 児島善三郎「新日本主義に就いて」『アトリヱ』第12巻5号 アトリヱ社1935年 5月 
 





































































                                                 
26 富山秀男『原色現代日本の美術』小学館 1979年 ; 東珠樹「安井․梅原と日本人の油絵」『白
樺派と近代美術』東出版 1980年 
27『東アジア絵画の近代―油画と誕生その展開』静岡県立美術館 1999年 220頁 
28 神奈川県立近代美術館編『近代日本美術家列伝』美術出版社 1999年 178頁 



































                                                 
29 北河賢三「1930 年代の思潮と知識人」 『近代日本の統合と抵抗 4』 日本評論社 1982年 155頁 
30 荒木季夫「美術文化政策の基本理念」『みづゑ』第437号 春鳥会 1941年4月 






























                                                 
31 東珠樹「安井․梅原と日本人の油繪」『白樺派と近代美術』東出版 1980年  
32 石井柏亭「日本の美術は斯くある可し」『美術』第3号、1944年4月 






第 3節 満州を訪れた日本人画家たち 
「楽土」としての満洲 
 

































































                                                 
34
 保田與重郎「満洲国皇帝旗に捧げる曲」『コギト』コギト発行所 1940年12月 
35 吉村芳松「満洲雑記」『美術新論』1928年2月 


































                                                 
36 稲賀繁美「白頭山・承徳・ハルハ河畔：偽満洲国の文化象徴とその表象」『近代の東アジアイ
メージ―日本近代美術はどうアジアを描いてきたか』展図録 豊田市美術館 2009年 
37 千葉慶「不安と幻想―官展における〈満州〉表象の政治的意味」千葉大学大学院人文社会科学
研究科プロジェクト報告書第175集『表象／帝国／ジェンダー―聖戦から冷戦へ―』2008年 







































































                                                 
40「満洲国務院の壁間を飾る－力作王道楽土」『報知新聞』1936年10月3日 
41 内藤陽介『満洲切手』角川選書 2006年 
42「満洲国務院の壁間を飾る－力作王道楽土」『報知新聞』1936年10月3日 



























1931 年 12 月朝日新聞社の委嘱で満洲事変を取材するため中国に赴いて以来、翌







                                                 
43『進歩一世紀市俄古万国博覧会満洲出品報告書』進歩一世紀市俄古万国博覧会満洲出品参加残務
整理事務所 1934年 73頁 

































メージ―日本近代美術はどうアジアを描いてきたか』展図録 豊田市美術館 2009年 
47『中央美術』1926年11月号の〈帝展総合合評会〉では、和田の「羽衣」下絵について次のような
言及があった。 
 石井柏亭 あれはインドでせう。 
 川路柳虹 インドらしい。両側にゐるのはインド人みたいですな。 
 木村荘八 日本の太古の服装といつたような… 
 石井柏亭 あれは服装なんか構はずにやつたのでせう。（中略） 
 川路柳虹 図案がうまい人だからさういふ点から来てゐるのでせう。 
48「壁画になった『羽衣』」『週刊朝日』1926年10月24日号 




































                                                 
49 川路柳虹「満洲へおくる代表作品を観て」『みづゑ』1942年11月春鳥会 


































                                                 
50 神崎生『国画』第2巻12号 塔影社1942年12月 
51『国画』第3巻3号 塔影社1943年3月  






























                                                 
52 川端龍子「北滿行を前に」『搭影』第16巻4号 塔影社1940年4月 
53 松岡洋右は、1931年1月23日第59議会本会議で「この五十九議会に於いて特に私の高調せんと欲
した所は、第一、経済上、国防上、満蒙は我が国の生命線（Life line)である。第二、現下の急
に処する為め我が国民の要求する所は、生物としての最小限度の生存権（Right to a bare exis
tence)である」として、「生命線」という言葉を使用した。松岡洋右伝記刊行会編『松岡洋右・
その人と生涯』講談社 1974年 340頁、姜克實「「満洲」幻想の成立過程－いわゆる「特殊感情」

































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
「源義経」に登場する駱駝は、蒙古のシンボルとして当時よく使用され、日本帝国
の勢力が満洲を越えて蒙古まで拡張する様子を意図した作例もあった。例えば、橋




56 木村重夫『川端龍子論』投影社 1942年 169頁 
57 廣松渉『<近代の超克>論 : 昭和思想史への一断想』朝日出版社 1980年 177頁 
58 川端龍子「蒙古行を前に」『搭影』第14巻5号 1938年5月 


































                                                 
59 川端龍子「第十二回青龍展目録」(木村重夫『川端龍子論』投影社 1942年 176頁から再引用) 
60 三輪鄰「青龍社第11回展」『搭影』1939年10月 
61 川端龍子編『第十一回青龍社展覧会目録』1939年 

















                                                 
62 川端龍子「蒙古行を前に」『搭影』第15巻10号 1938年5月 






























                                                 
63「作家素描 中山巍」『美之國』1939年1月 




67 大谷省吾「作家・作品解説」『地平線の夢－昭和10年代の幻想絵画』東京国立近代美術館  
2003年 
68 清水登之「私の出品作 独立展」『美術』第11巻6号 1936年6月  


































                                                 
69『報知新聞』1936年10月3日 
70 鈴木保徳「満洲土民と動物」『アトリヱ』第13巻第8号 アトリヱ社 1936年8月 



































                                                 
71 鈴木保徳「国都建設」『アトリヱ』第13巻第6号 アトリヱ社 1936年６月 
72 中山巍「王道楽土」『みづゑ』春鳥会 1938年4月 


































                                                 
73 土方定一「独立展評」『アトリヱ』第15巻5号アトリヱ社 1938年4月 
74 左波甫「今年の独立展」『みづゑ』第398号 春鳥会 1938年4月 
75 石井柏亭「独立展客観」『美術』第13巻第4号 1938年4月 

































                                                 
76 荒城季夫「独立展を観る」『アトリヱ』第9巻第4号 アトリヱ社1932年4月 
77 福沢一郎「画題に関して」『独立美術3 福沢一郎特集』建設社 1932年 
78 福沢一郎「画題に関して」『独立美術3 福沢一郎特集』建設社 1932年 
79 福沢一郎「満洲」『みづゑ』第368号 春鳥会 1935年10月 

































                                                 
80 大谷省吾「ギャラリーから－所蔵作品解説 福沢一郎「牛」」、『現代の眼』東京国立近代美術






82 瀧口修造「福沢一郎氏の絵画」、『福沢一郎画集』、美術工芸社 1933年 
83 山田諭「福沢一郎評伝『超現実主義絵画』から『主題絵画』へ」『日本の近代美術10 不安と戦
争の時代』大月書店 1992年 







































                                                 
84 四宮潤一「独立展前衛作品」『美術』第13巻6号 1936年6月 
 第４章 満洲における民藝－日本民藝協会の満洲民芸調査 
 
134 



























                                                 
1 柳宗悦「新体制と工芸美の問題」『月刊民藝』1940年 10月 
2 柳宗悦「民藝と国民性」『東京朝日新聞』1938年8月6日 
3 赤澤史郞他編『資料日本現代史 13-太平洋戦争下の国民生活』大月書店 1985年 250頁 






























                                                 
4 柳宗悦『朝鮮とその芸術』叢文閣 1922年
 
5 水尾比呂志『日本民俗文化大系 第6巻 柳宗悦 民藝』講談社 1978  
6 伊藤徹『柳宗悦 手としての人間』平凡社、2003年 156－158頁 
7 柳宗悦「日本を愛する」『大阪毎日新聞』1933年1月28,29,31日 































                                                 
8 長田謙一「<新日本美>の創生─戦時下日本における民藝運動」『批評空間』19号 太田出版 1998年 
9 中見真理『柳宗悦時代と思想』東京大学出版会 2003年 
10 戦暁梅「鹿間時夫と「満州」における民藝蒐集」『伝統工藝再考京のうちそと : 過去発掘・現状分析・
将来展望』思文閣出版 2007年 



















































考え方とも互いに通じるものだったと考えられる。   
                                                 
11 高村豊周「大陸土俗工藝品に就いて」『美之國』1938年8月 
12 木田拓也「実在工芸美術会 1935－1940：「用即美」の工芸」『東京国立近代美術館研究紀要』13 東京国
立近代美術館 2009 年；1937 年 12 月に金使用規則、1938 年 5 月に銑鉄鋳物制限令、同年 7 月に鉛・亜
鉛・錫等使用制限が次々と発令された。 
































                                                 
13『読売新聞』1942年 9月 10日 
14 石井栢亭「満洲国立博物館」『中央美術』中央美術刊行會 1935年 8月 
15 横川毅一郞「満洲古美術遊記」『中央美術』中央美術刊行會 1936年 11月  








































                                                 
16 式場隆三郎「満洲記 第一回」『民藝』1944年 4月 
17 外村吉之介「満洲民藝調査日記」『民藝』1944年11月 





















































                                                 
18 武場隆三郎「満洲記 第三回」『民藝』1944年6月  
19 外村吉之介「満洲民藝調査日記」『民藝』1944年11月 
20 関野貞「満洲の古建築と古墳」『東亜民族協会主催第 1回日満文化講座』1934年 6月 

































                                                 
21 鹿間時夫「満洲生活印象記」『民藝』1942年6月 
22 鹿間時夫「満洲生活印象記」『民藝』1942年6月 






























                                                 
23 外村吉之助『滿洲·北京民藝紀行』花曜社 1983年 235頁 
24 濱田庄司「缸窯鎮と興隆山」『民藝』1944年 3月        

































                                                 
25 鈴木禎宏「民芸運動とバーナード・リーチ」『柳宗悦と民芸運動』思文閣出版 2005年 172頁 
26 濱田庄司「缸窯鎮と興隆山」『民藝』1944年 3月 



































                                                 
27 外村吉之介『満洲・北京民藝紀行』花曜社 1983年 































                                                 
28 小山冨士夫「満洲の古窯址」『民藝』1942年6月 
29 濱田庄司「缸窯鎮と興隆山」『民藝』1944年3月 






























                                                 
30 式場隆三郎「満洲記 第一回」『民藝』1944年4月 
31 式場隆三郎「満洲記  第一回 」『民藝』1944年4月 
32 戦暁梅「Awayの内実--「満州民藝調査報告展覧会」とその周辺」『Polyphonia : FLC言語文化論集』: 東
京工業大学FLC言語文化研究会 2009年3月 
















































































                                                 
33 式場隆三郎「スカンセンの一夜」『工芸』70号 1936年 19-20頁 
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35 染木煦『北満民具探訪手記』座右宝刊行会 1941年  
36 村岡景夫「書評」『民藝』1941年6月 































                                                 
37 吉田憲司「民具と民藝・再考―展示への視座が分けたもの―」『柳宗悦と民藝運動』思文閣出版、2005年 






























                                                 
38 杉岡雲外 「書評」『民藝』1941年6月 
39 藤山一雄「民俗博物館について」『国立中央博物館時報』第4号、1940年 
































                                                 
40「民俗博物館に関する座談会記録」『国立中央博物館時報』第 10号 1941年 3月 
41 藤山一雄『新博物館態勢』東方国民文庫23 満日文化協会 1940年 
42 式場隆三郎「満洲記｣（6）『民藝』1944年 9月 


















































                                                 
43 鄭銀珍「朝鮮陶磁と淺川伯教」『特別展 浅川巧誕生120年記念 淺川伯教・巧兄弟の心と眼―朝鮮時代
の美』 美術館連絡協議会 2011年 


































45 五十殿利治 「序 インターナショナルとナショナルの場─1930 年代日本美術の海外進出」『帝国と美術』
国書刊行会 2010年 
























8月14日        外村吉之助、奉天に到着。陶器、金物、柳條製品など民藝品の収集を開始。 
8月17日        外村、満鉄総社公報課で民藝関係資料を調査。国立博物館奉天分館を見学。 




8月19日   自然科学博物館である国立中央博物館を見学、オロチョンの皮製品に注目。 
8月20日  外村ら、国立中央博物館副館長・藤山一雄を訪問。 
満洲事情案内所において民藝に関する資料を調査したが、大部分が土俗的
な興味から作成されたもので失望したという記録を残す。 







8月26日    上野はチチハル、外村はソ満国境の黒河へ民藝調査と収集活動のために出
発。 
8月28日   外村、黒河が、大額訓練所の青年義勇隊を訪問。 
       濱田庄司、河井武一が新京に到着、上野と合流。 
8月31日  上田恒次、新京に到着。 
9月1日         ハルビンに行った外村、濱田、河井、上田と吉林で合流。 
北京に滞在中であった吉田璋也、新京に出発。 
9月2日        吉林の缸窯鎭視察、北京にいた村岡景夫、新京へ出発。 
9月3日 調査団員、新京に結集。 




9月4日     開拓総庁の向野処長を訪問、 開拓民生活要具
マ マ
指導所設立に関心を表明。 
9月6日      式場隆三郎、新京到着。 
9月7日     濱田、吉田、式場、吉林の缸窯鎭を訪問。 










9月10日       収集、展示した満洲民藝館の物品全部を目録化し、若素製薬の遠峰に託す。 








文化協会」という名称で、臨時に満日文化協会内に設置することを決定。      
9月18日  ハルビンでイコーナを始めとするロシア流民の民藝品を調査、収集。 
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満洲写真作家協会』岩波書店 1998 
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術師の様な一面を強調してみたかった30。          
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杓『韓国近代美術史 甲午改革から解放期まで』 時空社 2009年)。 
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いた。例えば朝鮮美展や満洲国展に同時に出品していた李炳三の場合は（第 2 章図 44、45）、
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第 3回まで確認される満洲国展の図録によると、第 1回は彫刻 10点、工芸 42点、第 2回
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図1 大清国旗(黄龍旗) 1886年　 『通商章程成案彙編』より














図9 易幟の風景 1928年 『写真で見る満洲全史』より













図14 満洲国交通部「建国十周年記念切手」 1942年 筆者蔵












図19 郊天儀礼が行われる天壇 1934年 『図説　満州帝国』より
図20 天壇へ向いている溥儀の姿 1934年 『図説　満州帝国』より
図21 登極式の調度品 1934年 『満洲日報』1934年3月1日より
図22 満洲国皇帝夫婦 1934年 『満洲日報』1934年3月1日より
図23 絵はがき「溥儀登極記念」 1934年 筆者蔵
図24 絵はがき「満洲国皇帝夫婦」 年代不詳 筆者蔵
図25 純宗(大韓帝国の2代皇帝)と純貞孝皇后 1907年 ハンミ写真美術館蔵
図26 登極式の溥儀 1934年 『写真で見る満州全史』より
図27 「建国功労章」 1933年 『満洲帝国勲章鑑』より
図28 溥儀の肖像写真 1934年頃 『偽満洲国十四年郵票集』表紙より
図29 溥儀の肖像写真 1934年頃 『満洲国現勢』より
図30 「大日本帝国勲章」 1936年 『大日本帝国勲章紀章誌』より
図31 「金尺勲章」(大韓帝国) 1900年 『李花　皇室生活用品』より
図32 「蘭花大綬章」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より
図33 「景雲章」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より
図34 「龍光大綬章」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より
図35 「柱国章」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より
図36 「大勲位蘭花章頸飾」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より









図40 「大勲位蘭花章頸飾」 1934年 『満洲帝国勲章鑑』より
図41 清代の龍袍 19世紀 淑明女大刺繍博物館蔵




図44 蘭花紋章が刻まれた宮内部興運門 1934年頃 愛知大学国際中国学研究センター蔵
図45 皇帝旗図案 1934年
図46 松林桂月「王者香」 1942年 『国画』1942年12月号より




図49 「白磁李花文唾具」 1900年頃 国立古宮博物館蔵(韓国)




図52 満洲国の鋳造貨幣「壹角」、「十角」 1942年 『旧満州国貨幣研究』より
図53 絵はがき「満洲小唄　国境ありなれ」 1937年頃 愛知大学国際中国学研究センター蔵




図56 「改造券　拾圓」 1932年 『旧満州国貨幣研究』より
図57 「甲号券　拾圓券」 1932年 『旧満州国貨幣研究』より
図58 「乙号券　百圓券」 1938年 『旧満州国貨幣研究』より
図59 「乙号券　壹圓券」 1937年 『旧満州国貨幣研究』より
図60 「乙号券　五圓券」 1938年 『旧満州国貨幣研究』より
図61 「乙号券　五角券」 1935年 『旧満州国貨幣研究』より
図62 「一円券」(大黒天図柄) 1885年 『日本貨幣図鑑』より
図63 「中国通商銀行券」(財神像図柄) 1932年 『民国中央銀行法幣図鑑』
図64 「朝鮮銀行券」(大黒天図柄) 1914年 『韓国貨幣の変遷』より
図65 「朝鮮銀行券」 1915年 『韓国貨幣の変遷』より
















図72 「丁号券五角」 1945年頃 『旧満州国貨幣研究』より
第2章　満洲国美術展覧会の諸相　　
図1 近藤清治「大同石仏」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より




図4 満日華書道親善展覧会の展示風景 1938年 『満洲国現勢』1939年版より
図5 関雅彬「山水」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図6 車成桂「江邨雨霽」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図7 藤山一雄「昭廟景観」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図8 石田吟松「春近し」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図9 大室白耀「承徳所見」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図10 董萬周「墨竹」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図11 劉乃剛「墨蘭」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図12 名越富子「秋晴れ」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図13 木下静涯「南国初夏」 1930年 台北市立美術館蔵
図14 近藤清治「廟」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図15 山代象二郎「春致」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図16 干鴛壽「辺関春色」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図17 張紫楓「墨竹」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図18 張紫楓「双松孔雀」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図19 張紫楓「旅順景観」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図20 溫鳳桐 「蘇州」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図21 渡邊智雄「靜物」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図22 劉栄楓「夕月の移民村」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図23 劉栄楓「満洲の収穫」 1930年 星野画廊蔵
図24 緒方たへ「スンガリ」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図25 水島直士「みのり」 1940年 第3回満洲国展 『第3回満洲国美術展覧会図録』より
図26 石揖「楼頭遠矚」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図27 李平和「豆腐漿」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図28 高橋勉「平和」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図29 島田幸人「風景」 1938年 第8回独立展
『日本美術襍稿：佐々木剛三先生
古稀記念論文集』より
図30 高橋勉「大陸」 1940年 第1回美術文化展
『日本美術襍稿：佐々木剛三先生
古稀記念論文集』より





図33 栗山博「訓練」の下絵 1940年 第3回満洲国展 『満洲日日新聞』1940年7月17日より
図34 栗山博　「訓練」 1940年 第3回満洲国展 『第3回満洲国美術展覧会図録』より
図35 矢野忠「満洲建設勤労奉仕隊作業」 1941年 第4回満洲国展 『開拓』第5巻11号より
図36 馬場黎子「開拓村点景」 1941年 第4回満洲国展 『開拓』第5巻11号より
図37 山脇成志「楽土の女達」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図38 江口敬四郎「楽土」 1939年 第18回朝鮮美展 『第18回朝鮮美術展覧会図録』より
図39 大森義夫「裸女」 1937年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図40 林榮「ある女」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図41 斉藤英一「大陸の夕焼」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図42 大部六蔵「バザール一景」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図43 堺井秀雄「半島の少女」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図44 古良敏明「移民の母子」 1938年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図45 太田洋愛「蒙古角力」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図46 ローニヤツルルスキヤノヴィチ「ロシヤの少女」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図47 李炳三「小児們」 1939年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図48 李炳三「於温突」 1939年 第18回朝鮮美展 『第18回朝鮮美術展覧会図録』より
第3章　日本の画壇と満洲　—ユートピアとディストピアの狭間で
図1 福沢一郎「よき料理人」 1930年 第1回独立展 神奈川県立近代美術館蔵
図2 伊藤廉「虎」 1934年 第4回独立展 『美術新論』1934年5月号より
図3 「洋画界の迷夢破り　新日本主義へ」 1935年 『報知新聞』1935年1月9日より
図4 林重義「舞妓(黒)」 1934年 第4回独立展 兵庫県立美術館蔵
図5 中山巍「笛吹き」 1930年 第1回独立展 大原美術館蔵
図6 川口軌外「牡丹花園」 1933年 第3回独立展 『みづゑ』1933年3月号より
図7 高畠達四郎「鶴」 1934年 第4回独立展 『アトリエ』1934年5月号より
図8 福澤一郎「A家の没落を描く」 1933年 第3回独立展 『アトリエ』1933年4月号より
図9 須田国太郎「唐招提寺礼堂」 1934年 第4回独立展 個人蔵
図10 児島善太郎「岩山」 1933年 第3回独立展 『アトリエ』1933年4月号より





図13 児島善三郎「立てるソニア」 1927年 第15回二科展 神奈川県立近代美術館蔵
図14 児島善三郎「首飾りと女」 1932年 第2回独立展 個人蔵
図15 児島善三郎「鏡」 1932年 第3回独立展 静岡市美術館蔵
図16 児島善三郎「初秋」 1933年 第4回独立展 個人蔵
図17 児島善三郎「風景(松)」 1934年 個人蔵
図18 池大雅「浣濯更図(「十便十宜図」の内)」 1771年 川端康成記念館蔵
図19 池大雅「児島湾真景図」 18世紀後半 細見美術館蔵
図20 児島善三郎「龍壺」 1935年頃 第5回独立展 個人蔵
図21 児島善三郎「溪流」 1937年 第7回独立展 衆議院蔵
図22 児島善三郎「溪流」 1938年 個人蔵
図23 安井曾太郎「婦人像」 1930年 第17回二科展 京都国立近代美術館蔵
図24 安井曾太郎「夏の湖畔」 1932－33年 個人蔵
図25 梅原龍三郎「裸婦結髪図」 1928年 第4回国画会展 個人蔵
図26 鈴木春信「鏡台の秋月」 1766年頃 大英博物館蔵





図29 安井曾太郎「承徳の喇嘛廟」 1937年 第1回一水会展 永青文庫蔵
図30 川島理一郎「承徳大観」 1934年 個展熱河風物展 足利市立美術館蔵
図31 安井曾太郎「秋の霞沢岳」 1938年 長野県信濃美術館蔵







図34 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」 1926年頃 金子光雄氏蔵
図35 「満洲国務院の壁間を飾る　力作王道楽土」 1936年 『報知新聞』1936年10月3日より
図36 岡田三郎助「王道楽土」 1936年 『建国七年の満洲国』より
図37 「満洲国建国十周年記念切手」 1942年 筆者蔵




『日本の写真家6　淵上白陽と        満
洲写真作家協会』より
図40 淵上白陽「クレーン苦力」 1940年
『日本の写真家6　淵上白陽と        満
洲写真作家協会』より
図41 野田九浦「王道楽土」 1939年 第1回新文展 『日展史13』より
図42 「興亜曼荼羅」展示風景 1940年 『美術日本』1940年10月号より
図43 「目を惹く　興亜曼荼羅」 1940年 『朝日新聞』1940年10月2日より
図44 和田三造「興亜曼荼羅」 1940年 東京国立近代美術館蔵
図45 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」 1926年 第7回帝展 兵庫県立美術館蔵
図46 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」(部分) 1926年頃 第7回帝展 兵庫県立美術館蔵
図47 田中実「ハルピンの少女」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図48 小早川秋声「大地は招く」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図49 大河内信敬「都市建設」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図50 田中忠雄「開拓地の家族」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図51 井手宣通「興亜の歌」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図52 三宅鳳白「楽土」 1940年 奉祝展 『日展史14』より
図53 鶴田吾郎「康民収徳」 1936年 文展招待展 『日展史12』より

















図59 川端龍子「朝陽来」(「大陸策」第一作) 1937年 第9回青龍展 太田区立龍子記念館蔵





図62 川端龍子「花摘雲」(「大陸策」第四作、部分) 1940年 第12回青龍展 太田区立龍子記念館蔵
図63 川端龍子「五鯉図」 1940年 第11回青龍展 山種美術館蔵
図64 川端龍子「香炉峰」(「大陸策」第三作) 1939年 第11回青龍展 太田区立龍子記念館蔵
図65 清水登之「蒙古風景(高原•女•馬)」 1936年 第6回独立展 栃木県立美術館蔵
図66 清水登之「素描」 1936年 『満蒙素描集』より
図67 鈴木保徳「国都建設」 1936年 第6回独立展
富山市立美術博物館・福沢一郎
記念美術館蔵
図68 鈴木保徳「素描」 1936年 『満蒙素描集』より
図69 鈴木保徳「横たはれる満洲土人」 1936年 第6回独立展 世田谷美術館蔵
図70 中山巍「王道楽土B」 1938年 第8回独立展 『第8回独立展覧会図録』より
図71 中山巍「王道楽土B」 1938年 第8回独立展 『みづゑ』1938年4月号より
図72 清水節義「黄色のチョゴリ」 1932年 第11回朝鮮美展 『第11回朝鮮美展図録』より
図73 江口敬四郎「楽土」 1939年 第18回朝鮮美展 『第18回朝鮮美展図録』より
図74 中山巍「王道楽土A」 1938年 第8回独立展 『美術』1938年4月より
図75 福沢一郎「慰問袋に美人画を入れよ」 1932年 第2回独立展 『美術新論』第8巻第4号より
図76 福沢一郎「知恵と勇気と」 1932年 第2回独立展 『美之国』第8巻第4号より
図77 福沢一郎「牛」 1936年 第6回独立展 東京国立近代美術館蔵
図78 「黄金の杯」(部分) BC.1500年頃 『地平線の夢』より






図2 満洲国国宝展覧会絵はがき(典籍) 1942年 筆者蔵





図5 「逸品ばかり四百点　偲ぶ支那の古代文化」 1942年 『読売新聞』1942年9月10日より
図6 「開拓民の民藝」展の出品作 1942年 『民藝』1942年5月号より
図7 「満洲民芸調査団」 1944年 『民藝』1944年4月号より
図8 『民藝』1944年2月号表紙 1944年
図9 『民藝』1944年2月号口絵 1944年
図10 菜手文様 1944年 『民藝』1944年3月号より
図11 菜手文様が施された陶磁器 1944年 『民藝』1944年2月号より
図12 濱田庄司「白磁鉄絵壷」 1930年 大原美術館蔵
図13 興隆山窯　試作スケッチ 1944年 『民藝』1944年2月号より
図14 興隆山窯　試作スケッチ 1944年 『民藝』1944年2月号より
図15 日本民芸館展示風景 1942年 日本民藝館蔵
図16 アチックミューゼアムの内部 1937年頃 『柏葉拾遺』より
図17 藤山一雄「民俗展示場の鳥瞰図」 1944年 『民藝』1944年9月号より
図18 朝鮮民族美術館 1924年 日本民藝館蔵
第5章　満洲国という写真の実験場
図1 鳥居龍蔵「身体測定写真」 1914年 国立中央博物館蔵(韓国)
図2 秋葉隆・赤松智城　民俗学写真 1938年 『朝鮮巫俗の研究』より















『日本の写真家6　淵上白陽と        満
洲写真家協会』より








『日本の写真家6 淵上白陽と         満
洲写真家協会』より




図14 淵上白陽「コンストラクション」 1925年 『白陽』第4巻6号 『構成派の時代』より
図15 淵上白陽「静物」 1925年 『白陽』第4巻1号 『構成派の時代』より
図16 淵上白陽「円と人体の構成」 1926年 『白陽』第5巻6号 『構成派の時代』より
図17 淵上白陽「時間描写」 1925年 『白陽』第4巻7号 『構成派の時代』より
図18 淵上白陽の詩 1925年 『白陽』第4巻3号 『白陽』第4巻3号より
図19 『白陽』第2巻7号表紙 1923年
図20 『白陽』第4巻8号表紙 1925年





『日本の写真家6　淵上白陽と        満
洲写真家協会』より
図23 淵上白陽「マヴォイストの肖像」 1925年 『白陽』第4巻5号










図27　 花和銀吾「複雑なる想像」 1938年 『小石清と前衛写真』より
図28 平井輝七「月の夢想」 1938年 『小石清と前衛写真』より
図29 阿部芳文「夜の目」 1939年 『フォトタイムス』1939年4月号より
図30 阿部芳文「大陸の足」 1940年 『フォトタイムス』1940年2月号より
図31 阿部芳文「二つの背景」 1940年 『フォトタイムス』1940年2月号より
図32 阿部芳文「奇妙な調和」 1940年 『フォトタイムス』1940年2月号より
図33 小石清「自己擬視・ひしひしといれてくるもの」 1932年 第21回浪展 『初夏神経』より
図34 小石清「抜穀の挙動」 1940年 第29回浪展 『半世界』より
図35 小石清「肥大した敗戦記念物」 1940年 『半世界』より
図36 長谷川三郎「満洲・北支・蒙疆」(連作) 1940年 『みづゑ』1939年3月号より
図37 長谷川三郎「農家」 1940年 『みづゑ』1939年3月号より
図38 長谷川三郎「街の肉屋」 1940年 『みづゑ』1939年3月号より
図39 長谷川三郎「コマ犬」 1940年 『みづゑ』1939年3月号より
図40 廣松正満「無題」 1939年 『フォトタイムス』1939年9月号より
図41 村田実一 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月号より
図42 平野義昌「題名不詳」 1939年 『フォトタイムス』1939年9月号より
図43 廣松正満「題名不詳」 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月号より
図44 平野義昌「題名不詳」 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月号より
図45 加持正範「大仏の掌(熱河)」、「紅湾(熱河)」 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月より
図46 喜入隆「国境の気車」 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月より
図47 喜入隆「青少年訓練所」 1940年頃 『フォトタイムス』1940年2月より



















図54 木村伊兵衛「渡しを待つ間(吉林)」 1940年 東京都写真美術館蔵
図55 木村伊兵衛「千山」 1940年 『王道楽土』より
図56 木村伊兵衛「奉天」 1940年 『王道楽土』より
図57 木村伊兵衛「ロマノフカ」 1940年 『王道楽土』より
図58 木村伊兵衛「平野」 1943年 『王道楽土』より
図59 木村伊兵衛「那覇の市場　本通り」 1935年 『日本の写真家8　木村伊兵衛』より
図60 「満洲の歴史」 1939年 『NIPPON』第19号より
図61 「満洲の資源」 1939年 『NIPPON』第19号より








図1 張遇聖「帰牧」 1935年 第14回朝鮮美展 国立現代美術館蔵(韓国)
図2 李英一「農村の子供」 1929年 第8回朝鮮美展 国立現代美術館蔵(韓国)





図5 陳進「悠閒」 1943年 台北市立美術館蔵
図6 郭雪湖「南街の祭り」 1944年 第4回台展 台北市立美術館蔵
図7 陳進「サンティモン社の女」 1945年 個人蔵
図8 金容俊「海」 1946年 個人蔵
図9 白南舜「樂園」 1947年 サムソン美術館蔵
図10 李快大「婦女図」 1948年 個人蔵
図11 李仁星「慶州の山谷にて」 1949年 第14回朝鮮美展 サムソン美術館蔵
図12 陳進「合奏」 1950年 第15回帝展 個人蔵
図13 陳進「静思」 1951年 個人蔵
図14 鄭末朝「露店」 1952年 第4回新文展 『日展史14』より
図15 陳進「台湾の花」 1953年 第4回新文展 『日展史14』より
図16 熊岡美彦「朝鮮服を着たる女」 1954年 第1回帝展 『日展史6』より
図17 斉藤英一「大陸の夕焼」 1955年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図18 斉藤英一「歓喜嶺の二重虹」 1956年 第3回満洲国展 『第3回満洲国美術展覧会図録』より
図19 辻永「満洲」 1957年 第７回文展 『日展史3』より
図20 矢崎千代二「建国忠霊廟」 1958年 第4回新文展 『日展史14』より
図21 池邊貞喜「風景」 1959年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図22 久保邦一「ハルビンの寺院」 1960年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図23 近藤清治「大同石仏」 1961年 第2回満洲国展 『第2回満洲国美術展覧会図録』より
図24 近藤清治「鬧裡超塵」 1962年 第3回満洲国展 『第3回満洲国美術展覧会図録』より
図25 山代象二郎「春致」 1963年 第1回満洲国展 『第1回満洲国美術展覧会図録』より
図26 赤羽末吉「小孩子」 1964年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より
図27 赤羽末吉「影戯」 1965年 第3回満洲国展 『第3回満洲国美術展覧会図録』より
図28 甲斐巳八郎「蒙古」 1966年 訪日宣詔展 『訪日宣詔美術展覧会図録』より






図31 甲斐巳八郎「満洲郷土画譜170－手の表情」 1969年 『協和』第270号より
図32 甲斐巳八郎「満洲郷土画譜52－草鞋」 1970年 『協和』第162号より
図33 甲斐巳八郎「満洲郷土画譜54－大豆」 1971年 『協和』第164号より
図34 甲斐巳八郎『協和』第262号表紙 1972年
図35 満洲郷土色研究会編『満洲土俗人形』表紙 1973年
図36 松田正雄「閑日」 1974年 第14回朝鮮美展 『第14回朝鮮美術展覧会図録』より
図37 浅川伯教「残照」 1975年 第2回朝鮮美展 『第2回朝鮮美術展覧会図録』より
図38 淺川巧『朝鮮の膳』 1976年
図39 甲斐巳八郎『苦力素描』表紙 1977年
図40 「苦力の生活を覗く」 1978年 『苦力素描』より





























図1 大東亜共栄圏 1942年                   図2 偽満皇宮博物院 吉林省長春市 
（2006年10月筆者撮影） 
 
第 1 章 満洲国のナショナル・シンボル 
 
 






























図 1 大清国旗(黄龍旗) 1886 年             図 2 アメリカ海軍省『Flags of Maritime 




















































































図 8 確定中華民国旗式(『申報』辛亥 10 月 18 日) 























































図 11 吉林省警備司令部「日満同心合力維持東亜平和」  図 12 満洲帝国協和会中央本部「訪日宣詔記念五月二日」 
























































図 15 岡田三郎助「王道楽土」1936 年              図 16「建国十周年記念切手」カバー  


























図17「国運飛謄 大同二年三月一日 慶祝建国周年紀年」 図18 「王道政治 民俗協和」（即位大典記念ポスター） 























図 19 郊天儀礼が行われる天壇 1934 年 
 

























































図 21 登極式の調度品 1934年               図 22 満洲国皇帝夫婦 1934 年  
 
 



























































































図 25 純宗(大韓帝国の 2 代皇帝)と純貞孝皇后 1907 年 

























図 26 登極式の溥儀 1934 年               図 27 「建国功労章」 1933 年  
 
 





























図 28 溥儀の肖像写真 1934年頃             図 29 溥儀の肖像写真 1934 年頃  























図 30 「大日本帝国勲章」 1936 年   
 
 










































































































































図 38 「大勲位菊花章頸飾」の章身           図 39 「大勲位蘭花章頸飾」の章身 
















































































































図 42 「大満洲帝国万歳」（即位大典記念ポスター）              図 43 「帝室令第 11 号」 1934 年 
1934 年                   









































































































































































                図 52 満洲国の鋳造貨幣 「壹角（左）「十角（右）」 1942 年 


























































図 55 満洲中央銀行のポスター 1932 年頃   図 56 「改造券 拾圓」 1932 年  
 


















































































































































































図 63 「中国通商銀行券」 （財神像図柄） 1932 年 
 


























































図 66 日本銀行 「改造一円券」 1889 年  
 



























































図 69 加藤倉吉 「五圓券」（菅原道真像） 1942 年  


























































図 72 「丁号券 五角券」 1945 年頃  
 第 2章 満洲国美術展覧会の諸相 
 
第 2 章 満洲国美術展覧会の諸相 
 




































図2 前田青邨「大同石仏」1938年 再興第25回院展  図3 野田九浦「東洋画に就て」1939年 
 
 













































図6 車成桂「江邨雨霽」1938年 第1回満洲国展  図7 藤山一雄「昭廟景観」1937年 訪日宣詔展 
                   













































図 9 大室白耀「承徳所見」1938年 第 1回満洲国展   


























図 10（左）董萬周「墨竹」1938年 第 1回満洲国展 
















図 12 名越富子「秋晴れ」1937年 訪日宣詔展         図 13 木下静涯「南国初夏」1930年 
 









































図 15 山代象二郎「春致」 1938年 第 1回満洲国展   




























   図16 干鴛壽「辺関春色」               図17 張紫楓「墨竹」  















図18 張紫楓「双松孔雀」 1938年 第1回満洲国展 
 
 






















図19 張紫楓「旅順観潮」1939年 第2回満洲国展      図20 溫鳳桐 「蘇州」1938年 第1回満洲国展




















図 21 渡邊智雄「靜物」 1938年 第 1回満洲国展 
  











































図 23 劉栄楓「満洲の収穫」 1930年   























































































図 27 李平和「豆腐漿」 1939年 第 2回満洲国展   











































図29 島田幸人「風景」 1938年 第8回独立展     図30 高橋勉「大陸」1940年 第1回美術文化展 
 
 












































図32 和田三造「南風」 1907年 第1回文展 
 



























































図35 矢野忠「満洲建設勤労奉仕隊作業」1941年       図36 馬場黎子「開拓村点景」 1941年  





























図38 江口敬四郎「楽土」1939年 第18回朝鮮美展 
 








































図 41 斉藤英一「大陸の夕焼」1939年 第 2回満洲国展 
  


























































































図 46 ローニヤツルルスキヤノヴィチ「ロシヤの少女」 1939年 第 2回満洲国展   










































図48 李炳三「於温突」1939年 第18回朝鮮美展 
 第 3章 日本の画壇と満洲 —ユートピアとディストピアの狭間で 
 























       
 
 
図 2 伊藤廉「虎」1934 年 第 4 回独立展 
 
































図 4 林重義「舞妓(黒)」1934 年 第 4 回独立展    図 5 中山巍「笛吹き」1930 年 第 1 回独立展 
 
 



























図 8 福澤一郎「A 家の没落を描く」 1933 年   図 9 須田国太郎「唐招提寺礼堂」 1934 年  
第 3 回独立展                  第 4 回独立展 
 


























図 12 福沢一郎「定めなき世に定めなき小夜衣明日は誰が身の妻ならぬかは」 
















図 13 児島善三郎「立てるソニア」1927 年  
















図 14 児島善三郎「首飾りと女」1932 年      図 15 児島善三郎「鏡」1932 年  
第 2 回独立展                第 3 回独立展  




























図 17 児島善三郎「風景(松)」1934 年 
 
 
































図 18 池大雅「浣濯更図(「十便十宜図」の内)」  図 20 児島善三郎「龍壺」1935 年頃 第 5 回独立展 
 1771 年 
 
 
























図 23 安井曾太郎「婦人像」1930 年 第 17 回二科展  図 24 安井曾太郎「夏の湖畔」1932－33 年 
 
 





























図 27 梅原龍三郎「紫禁城」1940 年        図 28「第 2 回満洲国展審査員となり、民政部の招宴で
挨拶する梅原龍三郎」1939 年 



































図 30 川島理一郎「承徳大観」1934 年         図 31 安井曾太郎「秋の霞沢岳」1938 年 
個展熱河風物展 
 




































図 34 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」1926 年頃 
 
















図 35「満洲国務院の壁間を飾る 力作王道楽土」図 36 岡田三郎助「王道楽土」1936 年 
1936 年 



















図 38 李平和「豆腐漿」1939 年 第 2 回満洲国展 










































































図 44 和田三造「興亜曼荼羅」(下絵) 1940 年 
 

















図 45 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」1926 年  図 46 和田三造「朝鮮総督府壁画画稿」(部分)  

















図 47 田中実「ハルピンの少女」     図 48 小早川秋声「大地は招く」 1940 年 奉祝展 
1940 年 奉祝展               
 
















図 49 大河内信敬「都市建設」1940 年 奉祝展 
 
 
























































図 55 藤田嗣治「順化承天府外苑」1942 年 満洲建国 10 周年慶祝献納画展 















図 56 松林桂月「王者香」1942 年           図 57 上村松園「愛児之図」1942 年  

















図 58 橋本関雪「髪」1942 年 満洲建国 10 周年慶祝献納画展 
  





































図 61 橋本関雪「恵日東臨」1939 年 橋本関雪聖戦記念画展 





































図 64 川端龍子「香炉峰」(「大陸策」第三作) 1939 年 第 11 回青龍展 





































図 67 鈴木保徳「国都建設」1936 年 第 6 回独立展 




































図 70 中山巍「王道楽土 B」1938 年 第 8 回独立展    図 71 中山巍「王道楽土 B」1938 年 第 8 回独立展 
 










図 72 清水節義「黄色のチョゴリ」1932 年   図 73 江口敬四郎「楽土」1939 年 第 18 回朝鮮美展 
























図 75 福沢一郎「慰問袋に美人画を入れよ」    図 76 福沢一郎「知恵と勇気と」1932 年   
1932 年 第 2 回独立展             第 2 回独立展 
 



































図 78「黄金の杯」(部分) BC.1500 年頃    図 79 福沢一郎「牛」(素描) 1936 年 
 
 第 4章 満洲における民藝—日本民藝協会の満洲民芸調査 
 















































































































図 6「開拓民の民藝」展の出品作 1942 年    図 7「満洲民芸調査団」 1944 年 
























































   
 
 
図 10 菜手文様 1944 年 


























































図 13 興隆山窯 試作スケッチ 1944 年 
 
























































































図 17 藤山一雄「民俗展示場の鳥瞰図」 1944 年 
  























図 18 朝鮮民族美術館 1924 年 
 第 5章 満洲国という写真の実験場 
 








































































図 4 『NIPPON』第 19 号(満洲国号)表紙 1939 年  図 5 『FRONT』第 5－6 号(満洲国建設号)表紙 
1943年 



































図 7 岡田中治「冬の陽」 1939年                        図 8 淵上白陽「クレーン苦力」 1940年 
 
 




































図 10 馬場八潮「ロマノフ」 1939年 
 















































































































図 18 淵上白陽の詩  1925年 
 
 



































図 21 淵上白陽「列車驀進」1930年  
 
 



































図 23 淵上白陽「マヴォイストの肖像」1925 年  図 24 シカゴ万国博覧会 満洲芸術写真展覧会展示風景 
1934年 
 





































図 26 坂田稔「危機」1938年                       図 27 花和銀吾「複雑なる想像」1938年 




































図 30 阿部芳文「大陸の足」1940年  
 




































図 32 阿部芳文「奇妙な調和」 1940年  
 


















図 33 小石清「自己擬視・ひしひしといれてくるもの」  図 34 小石清「抜穀の挙動」1940年  

















図 35 小石清「肥大した敗戦記念物」1940年           図 36 長谷川三郎「満洲・北支・蒙疆」(連作) 
1940年 











































































図 43 廣松正満「題名不詳」 1940年頃   図 44 平野義昌の作品 1940年頃 





































図 47 喜入隆「青少年訓練所」1940年頃 





































図 48 渡邊勉「開拓地の生活」1939年頃 




































図 51 堀野正雄「白系露人の集落の婦人」(左)、「蒙古・大草原の生活―正装の貴婦人」(中)、 
「蒙古・大草原の生活―娘」(右) 1940年 




































図 54 木村伊兵衛「渡しを待つ間(吉林)」1940年        図 55 木村伊兵衛「千山」1940年 
 





































図 57 木村伊兵衛「ロマノフカ」1940年 



































図 59 木村伊兵衛「那覇の市場 本通り」 1935年 
 
 




































図 62「満洲の通貨」 1939年 『NIPPON』第 19 号 
 










































































図 66『USSR in CONSTRUCTION』1934年 11月  
 
 第 6章 旧植民地の地方色と「擬似故郷」 
 
 
















































































































図 10 李快大「婦女図」 1941年 
 





































図 12 陳進「合奏」 1934年 第 15回帝展         図 13 陳進「静思」 1944年 
 





































図 16 熊岡美彦「朝鮮服を着たる女」1919年  第 1回帝展 
 




































図 18 斉藤英一「歓喜嶺の二重虹」 1940年 第 3回満洲国展 
 
 





































図 21 池邊貞喜「風景」 1938年 第 1回満洲国展 
 


















図 22 久保邦一「ハルビンの寺院」1938年      図 23 近藤清治「大同石仏」 1939年  


























































図 27 赤羽末吉「影戯」 1940年 第 3回満洲国展 
























































   




















図 31 甲斐巳八郎「満洲郷土画譜 170－手の表情」1940年 





































図 34 甲斐巳八郎『協和』第 262号表紙 1940年    図 35 満洲郷土色研究会編『満洲土俗人形』表紙 1940年 
 





































図 37 浅川伯教「残照」 1923年       図 38 淺川巧『朝鮮の膳』 1929年 
第 2回朝鮮美展 



















図 39 甲斐巳八郎『苦力素描』表紙 1937年 
 
















図 41「苦力の生活を覗く」1937年          図 42 第 5回満洲国展の最高賞受賞作「蒙古人」 















   会長    孫基昌(民生部大臣) 
   副会長  宮澤惟重(民生部次長) 
   顧問    東條英機(関東軍参謀長) 外 17人 
 
4)審査員 
審査員長            羅振玉 
審査員     
1部(東洋画) 2部(西洋画)  栄厚 
3部(彫刻美術工芸)     沈瑞麟 
4部(法書)              宝煕 




第1部 東洋画  
入選数 68点 特選 4点 佳作 10点 
  
第2部 西洋画 
入選数 161点 特選 5点 佳作 13点 
 
  第3部 彫刻・美術工芸 
入選数 52点 特選 2点 佳作 7点 (彫刻は入賞者なし) 
 
第4部 法書 























于鴛壽* 「辺関春色」 大室白耀 「承徳所見」                              山代象二郎* 「春致」         
                                 
            
 
                                  *于鴛壽； 第2回特選、第3回美術委員 
 
                                     *山代象二郎; 第2回展特選、第3回展佳作、 
三人会、黄土坡美術協会(第６章参照）会員  
 


























































特選   
                       
















































山本芳智「早春市街 」  
  
 
































緒方タヘ「スンガリー」                     津田治七「早春」 
 
 








































      














































        
 【美術工芸】  
 
特選  














































































  特選  







































今井治吉「和歌」           北村七朗「書譜」       劉楚人「臨蕭場墓誌」    陳学超「楹聯」 
 































   会長    孫基昌 
   副会長  神𠮷正一  
 
4)審査員 
審査員長   羅振玉 
審査員    宝煕  沈瑞麟 栄厚 




第1部 東洋画  
入選数 63点  
民生部大臣賞 1点 特選 4点 佳作 9点  無監査(美術委員)  4点 
  
第2部 西洋画 
入選数 161点  
民生部大臣賞 1点 特選 4点 佳作 12点  無監査(美術委員) 9点 
 
  第3部 彫刻・美術工芸 
入選数 52点  
民生部大臣賞 1点 特選 4点 佳作 5点  無監査(美術委員) 1点 
 
第4部 法書 
入選数 110点  


























                                              
 
 *栗山博; 第3回展民生部大臣賞 
栗山博*「作業」                                      
 














近藤清治 「大同石佛」                    山代象二郎 「千手千眼佛」 
          
















張紫楓 「旅順観潮」                干鴛壽 「長城飲馬図」 
          














劉福祥「菊花」       車成桂「山居図」  張儒「山居図」      呉英奇「郷環福地」 











日高健三 「雪の郊外」            藤山一雄「錘峰曉霞」 







        
 




 岡田錬石「猿」         滑川喜美「ダリア」      名越福子「秋閑」 





















               
               
 *甲斐巳八郎; 第5回総理大臣賞 
満鉄社員会機関誌『協和』編集、満洲郷土色
研究会、パプタオ集団などで郷土色の表現に































































斉藤英一「大陸の夕焼」                李炳三*「小児們」 
 佳作   




























































野田武子「支那服を着た姉」        佐竹禹男「午熱」 






















































































  浅枝次朗「蒙古草原」               平島信「馬家溝を望みて 」 
 
 
 【彫刻・美術工芸】  
 
























































張紹崎「解体衣櫃」                  勢満雄「白釉双魚彫文果物盛」 
 
 










崔鳳翥「龍風皇翔」⑤                            荒木敬藏「習作(幼)」   
 
   
  
 
   
 
    
  





 【法書】  
 






    
 
  















































   会長    呂榮寰 
   副会長  土肥顓  
 
4)審査員 
審査員長  宝煕 
審査員   沈瑞麟 栄厚 




第1部 東洋画  
入選数 62点  
民生部大臣賞 1点 特選 3点 佳作 10点  無監査(美術委員)  4点 
  
第2部 西洋画 
入選数 116点  
民生部大臣賞 1点 特選 4点 佳作 9点  無監査(美術委員) 7点 
 
  第3部 彫刻・美術工芸 
入選数 40点  
民生部大臣賞 1点 特選 1点 佳作 4点  無監査(美術委員) 3点 
 
第4部 法書 
入選数 94点  






























































































謝友生「北山春暁」                            近藤清治「鬧裡超塵」 
 
 
    
    








































      





























































佳作   







































西村嚇「椅子と花瓶」        津田治七「志村氏像」      王家仁「靴」    
 
 
     
 























































































































































加藤正實 「草花紋黒画鉢」                  今村清宏 「夏の少年」 
 
 【法書】  
 



























村川仙太郎「唐張説詩」  沈公卓「楷書條幅」  後藤貢「草書七絶」 
 
美術委員(無鑑査)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧口龍水「春江花月夜」 
 
 
